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02	 	会長からのメッセージ
	 	研ぎ澄ませ、ものづくりの心と技		

��小野 武彦　土木学会第100代会長
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	 	乾いた大地にトイレと畑を　─JICA-JST	地球規模対応課題	

アフリカサヘル地域の持続可能な水・衛生システム開発─	
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 佐藤 馨一　南雲 勝志　中嶋 啓太
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－ Research ＆ Development Center of JR East Group －  
IWATA Michitoshi

30	 	Mitigation technology to the great earthquake 
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	06	 	研究所の課題と将来展望	
─土木技術の発展に向けて─

08	 	座談会　土木界における研究所のあるべき姿とは
	 ［座談会メンバー］

 石川 裕　清水建設（株）執行役員 技術研究所長 技術戦略室長

 伊藤 孝　 電源開発（株）技術開発部茅ヶ崎研究所長

 高橋 重雄　（独）港湾空港技術研究所理事長

12	 	ゼネコンの研究開発の現状と今後のあり方	
─研究所の実態調査レポートから見える苦悩─

	 岩永 克也　西松建設（株） 技術研究所 所長

16	 	建設会社初の技術研究所　─鹿島技術研究所の紹介─
	 日紫喜 剛啓　鹿島建設（株） 技術研究所 副所長

18	 	鉄道の持続的発展を目指した技術開発　─鉄道総合技術研究所の紹介─
	 奥村 文直　（公財）鉄道総合技術研究所 総務部長

20	 	調査研究を主体とした研究所　─三菱総合研究所の紹介─
	 長澤 光太郎　（株）三菱総合研究所 執行役員 人事部長 兼 広報・IR部長

22	 	基礎研究と現場技術に基づいて世界へ発信する港と空港の研究所	
─港湾空港技術研究所の紹介─

	 福田 功　（独）港湾空港技術研究所 理事

24	 	衛星地球観測データ利用の基盤技術　─JAXA地球観測研究センターの紹介─
	 福田 徹　（独）宇宙航空研究開発機構 第一衛星利用ミッション本部 地球観測研究センター長

26	 	社会資本の戦略的な維持管理・長寿命化に対する取組み	
─社会資本の安全・安心確保を目指して─

	 桑原 徹郎　（独）土木研究所

28	 	JR東日本研究開発センターの研究組織概要と大地震に備えた研究開発
	 岩田 道敏　JR東日本研究開発センター フロンティアサービス研究所 上席研究員

30	 	建設会社の技術研究所が担う大震災対応技術の特徴
	 松田 隆　（株）大林組 技術研究所 副所長

32	 	国際競争力向上に向けた日本の技術の利用事例
	 今村 聡　大成建設（株）技術センター土木技術研究所 所長

34	 	災害環境研究の推進　─災害からの復興と環境創造のために─
	 村上 正吾　（独）国立環境研究所 審議役

36	 	スマートシティ・コントラクタへの道を拓く環境エネルギー技術	
─事業戦略に影響を及ぼす技術開発の事例─

	 沼田 茂生　清水建設（株）技術研究所 環境エネルギー技術センター 所長

38	 	特集関連資料の紹介　研究所や研究開発をより深く理解するために

特　集		


